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三重病院

　当院は診療に加えて国立病院機構病院の特色
の一つである、臨床研究にも力を入れています。
“臨床研究”というと何か難しいことのように思
われますが、そんなことはありません。簡単に
言えば、毎日の仕事の中での様々な疑問、問題
点を解決するための研究です。言い換えれば、
患者様により質の高い、満足していただける医
療サービスを提供するためにはどのようにすれ
ばよいかを考え、改善策を見つけることが臨床
研究の大きな目的の一つと考えます。当院では、
医師、看護師をはじめ、病院職員全体で日頃よ
り様々なテーマのもと、臨床研究活動に取り組
んでいます。
　その成果を発表する場として、「国立病院総合
医学会」があります。今年は、11月８日、９日
の二日間にわたり金沢で開催され、当院からも
多数の職員が参加、発表を行いました。ポスター
発表形式で様々な職種（外来看護師、手術場看護
師、病棟看護師、医療ソーシャルワーカー、リ
ハビリテーション技師、臨床検査技師、病棟保
育士、臨床研究部技師、児童指導員、医師）から
の視点で、研究成果を発表いたしました。どの
演題も、それぞれの視点から問題解決にアプロー
チを試みたすばらしいものであったと感じまし
た。その中で、本学会の発展に貢献しうる優秀
な演題を発表した演者に贈られるベストポス

第67回 国立病院総合医学会に参加して
臨床研究部　菅　　秀

ター賞に当院小児病棟保育士の伊藤真衣さんが
選ばれました。演題は「小児病棟での中高生対象
のグループワーク「こころの広場」を実施してー
活動約２年間の振り返りー」です。精神的な問題
を抱えて小児病棟に入院されている中高生が抱
える問題に向き合い、互いに本音を語り合う場
を提供することにより、話せて嬉しい、聴いて
もらえて嬉しいといった感情交流を体験しなが
ら、個人の問題解決の手掛かりを得る機会に繋
げることができたという内容です。これまでが
んばってこられた伊藤さんの小児病棟での活動
の成果が評価されたことを大変うれしく思いま
す。
　今後も、当院では診療と並んで質の高い臨床
研究の推進を行って参りたいと思います。臨床
研究には患者様のご協力が必要不可欠です。ご
理解、ご協力の程、どうぞよろしくお願いいた
します。

　今回は「外食の
上手な食べ方」に
ついての講義を
行った後、簡単な
低カロリークリス
マス料理を作りま

した。低カロリーメニューということでご飯をマンナ
ンヒカリで代用しました。グラタンのソースには小
麦やバターを使わずに豆腐で作り、具はササミと野
菜を使用し、低カロリーで満腹感が得られるような

メニューにしました。デザートのゼリーには砂糖を加
えず、上から市販のノンカロリーシロップをかけるこ
とで甘味を感じて美味しく食べられます。サラダも盛
り付けの工夫次第で料理が華やかになります★
　糖尿病は、食べてはいけない食品があるわけではあ
りません。自分に適切な量をバランス良く食べること
が大切です。これからのシーズン、クリスマスや忘年
会・新年会など行事がたくさんありますが、食事の量
とバランスに気をつけて食事を楽しみ
ましょう。    （栄養管理室  内田  美幸）
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